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校
長
　
坂
尾
　
幸
一

 
ご
あ
い
さ
つ

題字

 
令
和
に
入
り

、
二
度
目
の
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た

。
新
一
年
生
六
十
二
名
を
迎
え
て

、
本

年
度
の
東
校
は
四
百
十
三
名
で
の
ス
タ
ー

ト
と

な
り
ま
し
た

。

　
感
染
症
対
策
と
し
て

、
昨
年
度
の
臨
時
休
校

に
続
き

、
分
散
登
校
と
な
り

、
保
護
者
の
皆
様

も
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す

。
私
た
ち
教
職
員
一
同

、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で

、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安

全
を
第
一
に
考
え
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す

。

「
和

」
を
大
切
に
し

、

「
し
な

や
か
に

」
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に

、
逆
境
に

負
け
な
い

「
し
た
た
か
さ

」
で
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

、
本
年
度
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

 
さ
て
七
日
の
始
業
式
で
子
ど
も
た
ち
に
本
年

度
の
キ
ー

ワ
ー

ド
と
し
て

、
次
の
三
つ
を
示
し

ま
し
た

。

「
つ
ね
か
さ
ね

」
「
自
分
か
ら

」

「
と
も
に

」
で
す

。
学
校
教
育
で
は
日
々
の
学

習
の

「
つ
み
か
さ
ね

」
が
必
要
不
可
欠
で
す

。

ま
た
現
在
の
こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ

「
自

ら
明
日
を
拓
き

、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
学
校

生
活

」
を
目
指
し
て

、

「
自
分
か
ら

」
と

「
と

も
に

」
を
加
え
ま
し
た

。
こ
の
三
つ
の
キ
ー

ワ
ー

ド
の
も
と

、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す

。

 
最
後
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す

。
本
年
度
よ

り
東
中
学
校
区
で
児
童
・
生
徒
の
規
範
意
識
向

上
に
向
け
て

、
学
校
と
警
察
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た

。
警
察
の
方
が
来
校

し

、
校
内
巡
回
や
情
報
共
有

、
付
近
の
パ
ト

ロ
ー

ル
等
を
し
て
く
だ
さ
る
予
定
で
す
の
で

、

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

矢
吹
　
雅
子
（

呉
妹
小
学
校
）

三
谷
　
立
也
（

中
洲
小
学
校
）

新
見
　
由
枝
（

大
高
小
学
校
）

中
島
　
真
登
（

連
島
神
亀
小
学
校
）

桐
本
　
理
香
（

老
松
小
学
校
）

智
羽
　
由
紀
（

菅
生
小
学
校
）

中
村
　
早
紀
（

長
尾
小
学
校
）

　
　
　
　
　
着
任
者
紹
介

校
長
　
　
 
　
　
坂
尾
　
幸
一

副
校
長
　
　
　
　
守
屋
　
大
作

教
頭
　
　
　
　
　
矢
吹
　
雅
子

教
務
　
　
　
　
　
三
谷
　
立
也

一
│
一
　
　
　
　
難
波
　
愛
美

一
│
二
　
　
　
　
福
岡
　
正
美

二
│
一
　
　
　
　
柴
田
　
恵

二
│
二
　
　
　
　
道
廣
　
仁
美

三
│
一
　
　
　
　
諏
訪
　
真
由
美

三
│
二
　
　
　
　
橋
本
　
優
真

四
│
一
　
　
　
　
中
島
　
真
登

四
│
二
　
　
　
　
森
川
　
友
美

五
│
一
　
　
　
　
美
咲
　
諒

五
│
二
　
　
　
　
長
谷
部
　
な
つ
み

六
│
一
　
　
　
　
田
上
　
康
平

六
│
二
　
　
　
　
岡
本
　
晃
典

Ａ
　
組
　
　
　
　
滝
澤
　
ふ
み

Ｂ
　
組
　
　
　
　
安
原
　
み
ど
り

Ｃ
　
組
　
　
　
　
菅
﨑
　
泉

院
内
学
級
　
　
　
横
内
　
紀
子

少
人
数
　
三
年
　
長
瀬
　
啓
子

　
　
　
　
四
年
　
大
谷
　
満
子

　
　
五
・
六
年
　
桐
本
　
理
香

音
楽
専
科
　
　
　
豊
嶋
　
朱
美

三
・
四
年
理
科
　
柴
田
　
易
子

英
語
専
科
　
　
　
中
村
　
早
紀

養
護
教
諭
　
　
　
中
桐
　
芳
子

　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
い
づ
み

　
　
　
　
職
員
紹
介

中
山
　
照
美

（
中
庄
小
学
校

）

加
藤
　
道
恵

（
帯
江
小
学
校

）

片
山
　
由
香

（
第
五
福
田
幼
稚
園

）

通
級
指
導
教
室
　
　
明
石
　
和
子

　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
新
見
　
由
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
中
道
　
智
津
美

　
　
　
　
　
　
　
　
智
羽
　
由
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
 
た
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
知
子

栄
養
教
諭
　
　
　
　
平
尾
　
久
美
子

事
務
主
事
　
　
　
　
宰
務
　
明
日
美

校
務
員
　
　
　
　
　
土
肥
　
学

図
書
館
司
書
　
　
　
最
相
　
美
也
子

調
理
員
　
　
　
　
　
中
山
　
照
美

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
早
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
白
神
　
佐
與

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
恭
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
　
　
　
古
林
　
弘
美

小
一
グ

ッ
ド
ス
タ
ー

ト

　
　
　
　
　
一
組
　
宮
下
　
尚
子

　
　
　
　
　
二
組
　
加
藤
　
道
恵

生
活
支
援
員
　
　
　
中
桐
　
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
　
和
美

登
校
支
援
員
　
　
　
守
安
　
睦
美

教
師
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
晴
子

幼
児
指
導
教
室
　
　
持
田
　
由
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
土
戸
　
美
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
　
由
香

Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
カ
ー

タ
ー

・
シ
ャ
リ
ー

リ
ー

　
次
の
日
か
ら
は

、
ロ

ッ
カ
ー

と
靴
箱
の
使
い
方
や
下
校
の
並

び
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

。

「
よ

い
し
せ
い

」
も
ば

っ
ち
り
で

す

。

　
入
学
式
で

、
校
長
先
生
が
話

さ
れ
た
二
つ
の
魔
法
の
言
葉

「
あ
り
が
と
う

」
「
ご
め
ん
な

さ
い

」
を
使

っ
て
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う

、
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

（
一
年
生

）

 
四
月
九
日
は

、
入
学
式
で
し
た

。
元
気
い

っ
ぱ
い
や
る
気

い

っ
ぱ
い
の
一
年
生
六
十
二
人
が
東
校
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た

。

　
先
生
た
ち
に
声
を
掛
け
ら
れ

、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
入
場
し

ま
し
た

。
校
長
先
生
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
に

、

「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

」
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
入
学
式

の
間

、
ち
ゃ
ん
と
座

っ
て
頑
張
り
ま
し
た

。
ラ
ン
ド
セ
ル
が
大

き
く
感
じ
る
け
れ
ど

、
ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生
に
な
り
ま
し
た

。

ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生

 
今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
ニ

ュ
ー

ス
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
連
日
の
様
に
報
道
さ
れ
て
い
ま

す

。
日
本
全
国
で
感
染
者
数
が
日
増
し
に
増
え
て
い
く
中

で

、
私
を
含
め
て
多
く
の
方
々
が
現
在
の
状
況

、
ま
た
今

後
に
つ
い
て
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す

。

　
学
校
生
活
に
目
を
向
け
る
と
分
散
登
校
や
休
校
が
各
自

治
体
か
ら
要
請
さ
れ

、
学
校
行
事
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
イ

ベ
ン
ト
等
は
軒
並
み
中
止
や
延
期
と
な

っ
て
い
ま
す

。
国

民
の
誰
し
も
が
感
染
予
防
に
強
い
意
識
を
も
つ
様
に
な

っ

た
現
在
は
ま
さ
に
子
供
た
ち
と
共
に
常
日
頃
か
ら
学
校
で

も
習
慣
と
し
て
い
る

「
手
洗
い
・
う
が
い
・
消
毒

」
が
い

か
に
重
要
か
を
一
緒
に
考
え
直
す
時
で
も
あ
る
と
痛
感
し

て
お
り
ま
す

。

　
ご
家
庭
に
よ

っ
て
は
家
で
子
供
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間

も
長
く
な

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

。
感
染
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
状
況
は
悲
観
的
に
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が

、
今
一
度

「
一
人
一
人
何
が
で
き
る
の
か

」
「
学
校
生

活
で
何
に
気
を
つ
け
よ
う
か

」
な
ど
子
供
の
思
い
や
考
え

を
聞
き
入
れ
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

。

 
 
 
 
　
父
母
と
先
生
の
会
　
会
長
 
 
小
坂
　
侑
矢

「
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
る

」


